
・ハローワークを通じて入職する者が福祉・介護に関して学ぶためには、まずは、介護
職員としての入口となる「介護職員初任者研修課程」の資格が必須となります。しか
し、せっかく入った介護分野からの離職者が後をたたないのが実情もあります。この
離職要因には様々なものがありますが、当訓練施設では、その要因の中で重要だと
思われる「職場でやりがいや魅力が実感できる」ことを重要視しています。

・高齢者介護・障害者介護などの実際の現場で勤務している様々な職種の講師陣を
20数名配置し、知識・技術の習得だけで終わらない幅広く実践に沿った訓練内容の
構築をおこなっています。

・企業実習の時間を設けることで、受講者が現場の雰囲気を体感し、自身の技能を向上
させることと同時に、進路決定における判断材料に資するよう設定しています。

訓練コースの特徴と工夫点

・職業紹介事業も併設しており、就職指導専任のアドバイ
ザーが修了者の希望や条件等に合わせて丁寧に相談する
ことで、高い就職率を確保しています。

・高齢者介護の施設だけではなく、障害者施設への就職も
視野に入れ、3種類のガイドヘルパーの資格取得ができ
ることも大きな特徴のひとつであり、資格取得をめざす
過程で習得した知識等と、取得した「証」があれば、就
職する際の大きな武器となり、自ずと就職先の選択肢も
広がっていきます。それにより、入校当初は全く考えて
いなかった障害者施設への就職者も増加しています。

就職支援の内容

・最初は訓練を休まずに通えるか、また、人間関係が上手くできるかと心配していたけど、実際に訓練を受講してみると、訓練内容も
教え方もすごく良くて、先生方の人間性が伝わってくるようでした。他の受講者ともすごく良い人間関係が築けて、とても嬉しく
思っています。

・介護に関する基礎的な部分が学べて良かったです。また、通信ではなく研修施設に通いながら受講するということで、いろいろな人
たちと出会えました。その中で、いろいろな考え方があるのだなと感じました。とても有益な時間が過ごせました。

・講師の方々の質の高さ、細やかな指導、教室等施設・設備の環境の良さ、すべてにおいて良かったです。

訓練修了生
の声

仕事理解と基礎知識
①介護職の理解
②高齢者・障害者の理解
③こころとからだのしくみ
と生活支援技術（基本）

④コミュニケーション技術

１か月目 ２か月目 ３か月目

演習を通じて技術の体得

①こころとからだのしくみ
と生活支援技術
（基本～技術～演習）

②企業実習

実践演習

①企業実習
②職業人講話
③就職支援

キャリア相談 キャリア相談

就

職

実践コース・介護福祉分野「介護職員初任者研修及びガイドヘルパー科」

200時間 100時間 100時間

４か月目

・訓練実施機関の属性：介護職員養成研修施設
・訓練期間４か月、週５日（月～金）、9：30～16：30
・定員15名、受講者14名（うち男性4名、女性10名）、就職率91％

基本
情報

主なカリキュラム内容

・介護職員初任者研修課程
・全身性障害者ガイドヘルパー
・知的障害者ガイドヘルパー
・同行援護ガイドヘルパー
※修了要件を満たすことで取得

取得可能な資格の例
キャリア相談

目標
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• 医療事務員、調剤事務員の即戦力としての就労できるよう、ゼロから

のスタートでも理解できるかみ砕いた授業としています。

• 実務講習の一環としてレセプトコンピューターや電子カルテを用い、

医療現場と同じ体験ができる訓練カリキュラムの設定をしています。

• 受講生の個々の理解度をテスト等でその都度確認しています。放課後

はもちろん質疑応答の時間を夜間・休日問わず、電話やメールでメン

タル面も含め相談に応じています。

訓練コースの特徴と工夫点

• 各受講生に個々へヒアリングした内容を当校より卒業
後すぐの就職につながるように医療機関へ直接ご紹介
し、受講中からの内定をいただいています。

• 「企業説明会」では実際に医療機関（病院）の人事の
方に採用内容をご案内いただき、50代の訓練生が正職
員としてマッチングしている例も多々ございます。

• 就職活動の段階に応じて、履歴書、職務経歴書の
チェックや模擬面接を実施しています。

• 訓練終了後約１か月を目安に「集いの会」を開き、
「資格結果渡し」と同時に既に就業している人の生の
声を聞いてもらい、未就業の方の意欲を高めます。

就職支援の内容

• 初めは不安でしたが医療知識が全くない私たちに対して説明がとても分かりやすく、また何度質問しても丁寧に根気強く

教えて頂いたので、毎日通うことが楽しみにさえなりました。

• 行きたかった病院にも就職が決まり、感謝の気持ちでいっぱいです。

• 訓練を受けることができて良かったです。こちらの科を選んでよかったです。

• 教えていただいたことを礎に医療現場で頑張ります！

訓練修了生
の声

仕事理解と基礎
① 医療事務の基礎
② 医事事務の概論

１か月目 ２か月目 ３か月目

医療事務演習
① 手書きレセプト演習
② レセプトコンピュー

タ演習

･調剤事務
① 調剤事務の概論
② 演習

･総合演習

キャリア相談 キャリア相談

就

職

実践コース・医療事務分野「基礎から学ぶ医療・調剤事務養成科」

108時間 114時間 90時間

・訓練実施機関の属性：民間教育訓練機関（株式会社）
・訓練期間3か月、週5日（月～金）、10：00～16：40
・定員20名、受講者18名（うち男性0名、女性18名）、就職率75％

基本
情報

主なカリキュラム内容

• 医科医療事務管理士技能認定試験
(技能認定振興協会〈ＪＳＭＡ〉)

• 調剤事務管理士技能認定試験
(技能認定振興協会〈ＪＳＭＡ〉)

• 医科医療事務検定試験１級
(日本医療報酬調査会) 等
※いずれも任意受験

取得可能な資格の例キャリア相談
目標
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